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　　　　　様　在名周発゛て已すゑ

　　　　　に　の及同性のみ数゜

　　　　　な　会び炎筋患ま七　み

ﾕﾛ　日 全額0JT

収

入

の

郎

的年度繰越

会　費
寄附金

策収人
柄　自

　314,677

1,44 0,000
　３００,０００

　2 5 0,000
　　2.00 0

介　汁 ？:^nfifi77

支

出

の

部

印刷費

迎信行
交通費

消耗品行
克郎助成金

諸経費

　事務経費
　活動費

俯　費
総会費

什器㈲品

75 0,00 0

180,000
　５０,０００

　30,0 00
4 5 0,000

24 0,00 0

17 0,00 0

　　6.6 7 7
2 5 0,000

18 0.000
合　計 2.30 6,67 7

ｌ　茲ぶ芋宍最１リ　　　　　　51年６月より新入包n00円微

　　　　　　　　　‾‾　　　　　　収提案と共に総会で承認されました
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くも＊をいのの会っ御卜居以　　　　　　　　在亡居と

八苦会八と活記Ｕて回のり上七六瓦四三二一ぞくらな

会し費れ願勣録の居答実ま七　｀　｀　｀　｀　｀　｀　｀支なれっ七六五．凹

さくのてっのを状り下態すッ関愛東神埼群北師らまて十十十十

れな件有で上天休まさ凋゜の四知京奈玉馬面あれす居才才才才

るりでり居に切をすい査五支支支支川支支道りた　゜り代代代代

方ますまり生な知　゜まに十師部部部支部部支ま方此まかがかか

々しかすまか手る此しは年か　　　　部　　師しはのす

よた　｀のすしかこのて七七そ　　　　　　　　　て三一　゜

りの諸で　゜てかと沢本三月れ　　　　　　　会北十年全

人で物ご特人りが山当％にぞzｱ') "　f♂　♂Z¢「員か三開会
会　｀価ら集いと出のにも行れ　　　　　　　放ら名で員　　　　‐

案六値ん二にし米デうのいの　　　　　　　　並で退の　一六六
内月十．下号役てま｜れ多ま地一　一　　　　　祠し会内一二九四

等一げさの僕．今し夕し放し城○六三七四二六てた者男名名名名

の日でい中て後たｌくのたで八一八五〇三三tl　°は性
資以天゜にてののを有方ァ活名名名名北名名ﾐF支三は

料後分　集参友で通離々ン勣　　　　　　　　す部四五

代将浬　計りの　｀しくかヶし　　　　　　　　とは名十

とし営　表た会こて思　｀｜て　　　　　　　　　　現　｀名

異に　しう　　　　　zmaximmri様出で居院＊め費月し合通つ指し

常大本て考診　　　　　　　　お席足り小本下で二た計りま案て
を休日いえ断　国　Ｈ　　　　待下非ま会部さ　｀○　゜三二りし入

き書会たて　｀　立　　　講　　ちさとす議でい五〇だ　ヽ｀入ま会

たい場だい洽　医　謬　　　　　致いもか家はま十円だ○四会す金

すてできる療　言　原　　　　　しまど　｀を毎す一でし○○の　゜の

病あ頒たかに　ッ　病　　　　　てしな委お月様年一現○○時。形

気る布いをカ　タ　　　　演　　居てた員か第，お産年在円円に出で

でがさ　゜おる　｜　に　　／　　　り共かのり二願分分のをとは席六
あ　｀れ　　者　　　つ

|　　|　

まにおメし木いまと会納入一考ｏ

っ膠て　をの　　　いのrururarLのすおカンて曜申だし員め会年令○

て原い　し立　横　て　　　　　゜話をバ注目しのてはて金分員円

｀病る　て場　　　　　　　　　　しか｜常一士．方二変戴との承を

機と¬　皆よ　張　⌒　　　　　　合しか委時げは　｀るくし会誌納

管は膠　さり　　　要　　　　　　いて足ｎかま　｀四ここて費さめ

の膠原　ん膠　竜　旨　　　　　　の戴り会らすお○とと六とれて

病原特　の原　　　－　　　　　　出きまを順゜早○なに○した戴

気組集　知病　一　　　　　　　　来たせ致天　く円くな○でく

で織二　識を　　　　　　　　　　まくんし堂　おの一り円今゛･JT

なに号　とど　　　　　　　　　　す御のて陶　納会ヶま　｀迄　を

つかる抗様性　れの　肖溶菌　　　　　　　　　れ膠　気体二く

くに抗体な関（3）て骨（2）発注－（1）そ（6目5} (4目3口2）田る原膠でか号組

゜全体の変節のいかのす菌溶のれ　　　　　　　　゜病原す痛の織

　身の認状り全るお慢る感血リぞ多皮強全慢リ　　ら病゜むアの

　性出Iめをウ身　゜か性こ染性ウれ発膚皮身性ウ　　しに　　ヽン病

　工来ら示マ性　さ関とを辿マに動筋症性関マ　いは　疲ケ気

　リるれすチエ　れ節を防鎖チつ脈炎　工節チ　病い　れ【で

　テ病るかをリ　　｀リ防げ球熱い炎　　　リリ熱　気く　易卜あ

　マ気こ　｀除テ　長ウぐば菌はて　　　　テウ　　　とつ　いのる

　トでと－くマ　いマこご大筒　　　　ママ　　　しか　なまの

　｜　｀で番とト　患チとの感体単　　　　トチ　　　ての　どとで

　デそあ決最｜　　者はか病染子に　　　　｜　　　　次病　のめ全

　スのる定もデ　は大で気後供説　　　　デ　　　　の気　仝に身

　で検　゜的多ス　関人きににか明　　　　ス　　　　六か　身あ病

　あ査細なくは　節のろかおかす　　　　　　　　疾含　症るで

　るに胞こ　｀膠　の病　゜かこかる　　　　　　　　　患ま　状よあ

　とよ核と非原　骨気　　つるりと　　　　　　　　　がれ　かうる

　診っには常病　がで　たの　｀　｀　　　　　　　　挙る　あに　゜

　断て対抗に中　壊関　りで溶　　　　　　　　　げか　る　｀特

　か剔す核多漫　さ節　　｀　｀迎　　　　　　　　　　ら　｀　病身集

- ５－



　与一剤け　か　ると　　　る経　負どて　いす　炎　　つか　で

（3）す－て(2) ' (2)のカリＤ次゜退し担うはまのこ以症（6）ての（5）あ（4）

のるア骨の洽以は大のに　をかかすめたでと上かの凋形のるの

全　゜スの慢癒下こ切り治　とし受るら診　｀は特あ多ぢで皮　゜強

身　ピ破性せはれでゥ療　ら　｀けかれ断必危長る兇るに膚　皮

性　り壊関ぬ現だあマに　ず診ら　｀ぬ技ず険を　゜動か９筋　症

エ　ンを節と在けりチつ　よ断れ診こ術医で述　脈血か炎　は

リ　　｀遅リは根で　｀熱い　くのぬ断とを師　｀べ　さ液り．．．　一

ト　ィらゥい本あ膠はて　なつとかも持の’大だ　涅中　｀含　盾

マ　ンせ７え治る原溶゜　るけいつあつ診低が　身の皮多　顕

ト　　ドるチな療゜病連　　　こらうかる者断゛|　｀　体酵膚発　著

Ｉ　　メこはい法　中菌　　　とれ問な　゜ににっ患　の素又筋　な

デ　サと骨゜か　原感　　をぬ題いこもまて者　－のは炎　こ

ス　シかの　確　因染　　屡患かとのどついか　部存筋一　と

は　ン肝炎　立．のを　　　々者生医場のべな自　筋在肉は　は

ス　な要症　し　わ繰　　経はず療合病きい己　溺での筋　皮

テ　どでを　て　か返　　験余る賢治気でこ診　　ヽわ一炎　膚

ロ　゜｀抑　い　　っさ　　　しり　゜の療にあと断　血か部が　の

ィ　を消え　な　てぬ　　て長　公法もるかを　竹るを何　硬

ド　投炎続　い　いこ　　　いい　費を当　゜多下　に　゜と等　化

　のると々思そり　従剤　従口　なく　患成じたよ望剤

　でかきにうこ組膠っを辺っィ（5）薬つ（判者人よ　゜っ的が

　快もそお　・でん原て使上てド　｀剤かの|’|はうしてな一

　く知れ願医原で病貰うの服剤（6）かの強身二，なか病床番

　応れかい師因いのいこほ川中は現薬皮でＴ症し気気治

　じな現しの究る原たとかす心全れの症服三秋スをで療

　てい在た立明か因いも　｀べの身る効に薬錨でテコあの

　貰がのい場に　｀の　゜あそき洽性｀で果は11;･でもロンっ巾

　い　｀洽こかはま究　りれで療工あが徹を足或ィトた心

⌒た原療とら検だ明　　｀ぞあでりろ認底変り人ドロかを
文い因には友査解に　これるあテうめ的えるは剤｜　｀な

貴の完結　｀のの明関　れの　゜るマ　゜ら治てこ一のルスし

編で明び検会積にし　ま疾　がト　れ療はと|.1投出テて

集あのつ査会重至て　た患　　｀｜　　｀法いも六与来ロい

者る一かを員ねっは　医に　医デ　近がけあ｜はるィる

に　゜方ぬおやがて一　師対　師ス　いななる八甦よド　゜

あ　法こ願愚人い生　のし　の同　将いい　゜錠しうの辺

り　でとい者切な懸　指仕　皆様　来か・従をくに垢面

｀-‘　あかすのだい命　示の　示ス　有　｀　　っ要　｀な入は

　　るある方と　゜取　に薬　にテ　効い　てし同っに絶

会び校で総奈すり　ぃん原さぉのは色　り話す私っ

をかにの辞川　゜合こてな病んり前じ々こましるたた私

五けひ話返県こぃのごの友かまでめ都れす合要ちのた　　　□

回集ろしzy保のに運紹医のらすごて合ま　゜ぃ塑かはち

も会げ合を険運な勤介療会の　゜挨　｀かで　を書前節か　　　総
ちをよい契医勣つがぃをのご折拶しつ総　もに年か肥　　¬　゛

まもぅを機協はた姶た話神要角でかか会　っにに四原　県み　会

しちと基に会　｀的ましし奈望のきもずに　たら県|一肩　民ん　に

た　｀ぃ礎しか開年った合川も機ま全失は　時とに八の　集な　出

か以ぅにて　｀叉　｀たぃぅ支あ会し国礼御　かづ出年皆　会の　-1

｀来こ　｀す四保四のと県郎りでたかし案　らぃしのさ　に医　席

月四とこす十険十は思民のまもこらて内　だてた春ん秋澗療　し

々年でれめ六医七　｀ぃ集活しあとぉぉを　　っ県¬だと　務を
実の様をら年の年皆ま会勤たりを集りぃ　たごり|,tﾐ;ぉ山筒話　て

行間々全れ夏団二さす＝もの　｀心ままた　との民た知　　し

委にな県ての体月ん゜の含でまかりしだ　記第医とり文　合

員　｀団長米″でで方　運め　｀たらのたき　位二盾り、合　　ぅ
会全体的だ保ああと　勣たぃ　｀喜皆゜な　し回を゛ぃぃ吾　神

を体にな地険るりぉ　に．ま倉ん様今か　て目改まに　　奈

開集呼規域医神ま知　つみ肥田で方回ら　ぉの片･すな　　川
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　　　　　四　三　二　一介　結郎の医病ん　どてり々団いい
　　　こ認　｀す　｀よ　｀設　｀しい核゛職療三方現の県強な体まで
　　　と定膠め燈う　″z，県まま患と員機団を在運のく困をす　｀
　　　゜゛原る病に難をかす　｀者県観閲休はこ勤医話難数゜お

　　　　を病こ患す病一四　゜私の下合　｀とじのを療しにえこ互
　　　　おなと者る研日十　た団の　｀医　｀め運す行合ぶたのい
　　　　こど　・のこ究も八　ち休医横療保ス動す政いっ参間の
　　　　な内　実と費早年　かで療浜担険モにめに　｀か加時運

　　　　い部　態Q 11　く度　とあ労市当医ン参て対そっ団に動
　　　　｀疾　詞　を実に　りる働の者協　｀加ましして休消のｙ　　　障患　査　増現計　観県者職の会べしいてて来も長交

　　　　害に　な　額す圃　ん患の員団　｀｜てり¬そて九か流
　　　ゝ’者対　ど　しるし　で者組労休神子いま要のお団あを
　　・　　　手し　必　　｀こた　　い同職働　｀奈ェるし望‘話り休りお　　｀‘　帳て　要　研と　〃　る盟で観さ川・団だ書しまに　｀こ

　　　　を¬　な　究゜難　運であ合ら民ト体　゜“合す減当な
　　　　交有　施　が　病　勣する。に医なは　をいがる初っ
　　　　付期　策　す　研　を　゜県衛は辿ど　｀　だを　｀な二て

光

すをすご医生なの皆す通ねど十来
lj.rl　　　　る害　す　む　施　紹　秀文県ど難さ　なじば様数７

　　嬉くめ私そ　　　　　osRCcnun
神皆しおて事の友　　　　　　　　　　(5) (4) (3)　(2)fl)
奈様く話　｀の間の　　総　寄　　　昭　　　　．-、　　．．　　　　私
川ど思を本部　｀会　　会　　　　　和地膠副障社用差医膠　　た

支ぅっ交部合何道非　　　　　　　五方原作害会な額療原
師もてす及で度支海　に　

|

稿

|　　

十配病周年保どぺ制病　　ち
のごおこび失か師道　出<JMirtjn　一匹専な金険－~･良治　　の
倉くりと他礼総の支　席　　　　　年　門き　｀制　　トの療　　要
田ろまが県し会支部　　　　　　　五　病医身度　の改法
さぅす出のての師長　し　　　　　月　院薬障の　解善の　　望
ん様　゜来運おご長　　て　　　　全三　の品者拡　消　確　　事

　｀で　ま営り案を寺　　　　　　国十　拡の手先　　｀　立河　項
おご　し委ま内お　　　　　　　膠日　充開帳　　東
疲ざ　た員しを引嶋　　　　　　原　　　｀発の　　洋　　村
れい　このた頂き　　　　　　　病　　膠　交　　医
かま　と皆かき受礼　　　　　　友　　原　附　　学　　真
出し　　｀様　｀なけ＿　　　　　　　の　　　専　な　　　の
てた　とと今かし子　　　　　　会　　門　ど　　保　　澄

｀゜　て親回らて　　　　　　　　　　　医　゛　　険
寝　　　もし初　｀　｀　　　　　　　　　　　の　　　　　通

　もどの　て　皆だ　まのな　そ法　　　　そそ　と稿も出な込尨のも特通貧又のけ¬す申どそうの③②①のの総思を云席らん
後で　｀定り慾　｀気で私゜ののしい発緩ス医中通会い依えしれで
にすこ疾いな私持なた　人報てう表解テ療にりとま頼るたまし

口j　°の患っまたがくち　に道総時　｀状口休会に言すさ立だすま
会　よ対ぺでちひ　｀の　知機会間そ態ィ・制員事う　゜れ場けよわ
の　う策んのはと出要　っ関かかのにドヘのかと　まででうれ
方　なブの関　｀つ席望．てに開あ他至剤の意進　ヽ　しは　｀祈た
の　機口医心新に者事　も知かれ｀つ副不見め何　たあ何っご

¬　会ジ療をしな全項　ららればもた作満発らと　のりのてかふ　にェ海持いる員｀一一　うせたよっ患用又表れな　でまおお・
９　　うク話っ発よがも　　こ　｀とかと者には　｀てく　　｀せ手り・
う　かトにて見う声一　と少いＱあの対批例行一　二ん伝ま・
で　かチ絡まやなを人　かしうたる冷す判えく定　　｀かいす　゜
す　　っ１　らす冷気揃か　大でことで療る　ばもの　三　｀も　・早
と　てムず　゜療かえ読　切もと思し法不　　｀の型　おこせ払く
会　おの　｀　法したみ　だ多をいよ又安　　でが　話うず自お
の　き現厚　にま方上　とく　｀まうは　｀　　　すあ　　しし　｀身元
発　た混生　つすがげ　思のＴすか健批　　かっ　たて一　ヽ気
展　いな否　い　゜｀る　い泄Ｖ　・｀康判　　　｀て　い原言只応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ
７



言予無く今秋　しかしじとまヮ　　　　　　い上　っ　と会展を

も定理よま一またらた削てだ１秋　　χ　　たげ友と今いかす願

｀で出くで人ず　゜｀い気も身力か　総　　いての元［］う解るっ

間し来よ　｀じ会　主　゜で　川本｜　｀　　会　　と　｀会気　｀言欧こて

きたなし自や場　人意苦出ものこ　　　　　恵子･のに床葉すと」刎

のかいた分無へ　にっしかだ方の　　に　　いに解胴にかるは会

が　｀身気‾い着　たてんけるか会摘出　　ま手散る伏と目　｀す
しお体待人｀い　のおでるくらの浜’　　すを式くしてがよる

た話ながか仲て　ん話お元｀の所市席　　　・とは笑ても一くも

くしのぶこ間　｀　でしら気顔お在　　し　　　　り　｀う涙印日なの

なをでっんか自　迪しれはも電を川　　　　　あ人日し象もいで

い伺　｀飛な居分　れたる無手話知　　て　　　　っ空がて的早かす

とっ早ん病ると　てい方かもでっ野　　　　　てに来いでくらが

｀てくだ気と同　行　｀々っ　｀した真　　　　　喜風るるし来　｀　｀

最いお様に・じ　っそにた紅だの樹　　　　　び船であたま皆患

后るいでな・様　てう－け斑゜は子　　　　　ををしな　゜すが者

まうとしっ・な　も云目れが　　｀　　　　以　わたよた　よ全の

でちまたて・顔　らうおど出　ヶこ　　　　　かくうも　う快会

｀　｀す　゜と　　｀　い気逢　い:　　1　豆　　　J:.　　ちさ　○　ゝ　にしが

順一る　　｀　顔　ま待い同て　スー　　　　　あん　き　２で発

　　　　ヽ　　いまと病のな明にっ事すこ　のと帰の　ぇ　=･張

四　　　運　　つせ戦い方　｀日なちが　゜よ私様　｀るでＡら私同り

月　昭　営　　つんいにに何にっゃ　｀だうはでそのはべれの炳ま

八　和　　　　　｀か　｀　｀　｀か向だ・山っと　｀すれはなｍｈ場相し

日　五　委　　夢　｀明苦友をつの・ほても負　゜ば嫌い万と合憐だ

。　　　ロ　　を離日しの感ても・ど　｀　｀け　　かだかと　｀はれ　゜
木　十　貝　　も病にむ会じ　ヽ｀．　｀ま塩な　り　｀　｀　ヽで　｀か

｀-゛‾　会　　つが向同のた歩友私あだまい　考二と入も回ｋ

午年　舌　　て　｀っ志所かいのかるまい　｀　ぇ本思院云同と

後　四　記　　‘離で　｀在らて会　｀んだてた　てのいしい炳い

順　　　録　　・病　｀スをでいでこで　｀　｀と　　｀足、｀たまにう
天　月　　　　　・で生ク　｀する　｀んすし追え　泣でお|らし　｀言

堂　　　　　　　　なきラ知　゜ヽ病なもない死　い　｀棺　ヽよ生葉

大　　　　　　　くよムっ一工気にのけ仏神　て歩にこうきか

学　　　　　　　なう組て人ネに元　｀れうが　たい　｀のかるあ

小　　　　　　　るでん頂でyﾚも気願は　｀　｀　罫てはま゜勇り

会　　　　　　　目はできもギ負な張なつ迎　が帰入ま’気ま

議　　　　　　　　を　｀　｀　｀　｀，け　｀ららもぇ　　｀りっ　｀・をす

室　　　　　　　　｀あ病間多シず気ななりに　　うたで死’｀が

に　　　　　　　願り気じく　ュ　｀待くいで　｀　そい　｀ぬ　教　｀

　面長印　囚し向通労ずてし　臼運すそ口り　　□員　Ｈ．-､、佐

四　｀が刷総　｀たっり働　｀もた去　｀富るれ頭夫三　　｀会会　｀群藤

月支当す会膠゜て五福神三かる第委こぞの々月　会は長西馬　｀

十郎るるの涼　運月祉奈月　｀二四長とれ辞文中　長隔　｀月゛森

八報ここ際特　富三会川来手月会会ゝ一意ま:に　　｀月副四出国

日告とと必集　委十館支迄配の総のし身衷に佐　副開金目席　｀

群　ととず二　員日会部にぉ運会議だ上関よ藤　会族長全　｀寺

馬　しし頒号　力。議の東く営　決　・のをる会　長す制難桃山

支　た　｀布　　を日室尽京れ委　に尚都受辞長　辞る廃連木　｀
部　　勺

総　　集米　　わ開あに内だ会　る後已だ玉藤　　　　｀会牛本

会　　にる　　せ族てよでめで　こ友か旨示間　　　　担出御　｀

開　　　はよ　　　てをるり会　｀五　とのを嘔　ヽ｀　　　　当席巻倉

僅　　¬う　　準決こ神場種月　を会得務塩沢　　　制報加山

予　　膠原　　備定と奈の々三　碗のぬ局地田　　　　と告゜　｀

定　　原稿　　す　ゝ川確手十　認運と長刮両　　　　し－　富

　　　L_　｀　　　る　｀し県保を日　　し富認よ宍副　　　　｀佐　田

　　　細細　　　こ乙　｀立かつを　たはめり貧会　　　　運藤　　｀

　　　集集　　とれ予鶴出く予　　゜総受脱よ長　　　　営゛　丸

　　　委　｀　　　ゝに定見来し定　　て理明りよ　　　　委　　江

－
８



会－　　　い印開。入内問日日を第後口日せ富局○　り原要穴
場五　　　　の刷催尚期　｀　｀　｀　｀分⌒総　｀　｀を田に－　　｀特か　｀

で月昭　　分呈し四口特総来総け参会総総行出寺四　膠集あ出
あ十和　　担に　｀月を集会頁会て運　｀会会な席山月　原号る総
る三五　　の手．三打号案に当行営－ス予っ｀｀二　特“゜会

神口十　　佐渡膠十合に内挨日う委終ケ算た十森十　集編第準
奈。　　　認し原口せつと拶出な員っジ　　・時田七　二集一備
川本‾‾　　な　｀特　｀たき総と席どのてュニ　　Ｉ　｀日　号の回の
県｀Ｊ年　　ど又集本゜印会請願－担来｜十　ヤ倉－　の打凹連
立。゛五　　を案二郎　刷プ演う　・当賓ル五　八田火　構合月営
鶴十月　　行内号事　屋口を来　　　と－万　時　｀゛　成も二委
見一　　　　な状に務　をグお賓　医の午円　の松゛　に行十員
労時　　　　っとの局　呼ラ願と　療懇前と　間本寺　つう七会
働｜　　　　た来編で　びムいそ　相談中す　総　｀山　きこ曰を
福十　　　　゜賓集福　　｀　゜すの　談会支る　会加氏　打とと頻

祉九　　　　　にを集　校　る案　は｀｀゛部゜　準納方　合とし繁
会時　　　　　出行雲　正　こ内　グと長　　　備　｀本　せし　｀に
館　｀　　　　　席な員　日　との　ル総会　　の佐部　たた同開

小総　　　　　おっ会　と　゛゜分　　ｌ会　｀　　　打藤事　　Ｑ　ｏ曰く
会会　　　　　願てを　納　　担　プ次午　　合　｀務　　　　膠必

日っ納　－囚目口不Ｈ富－　文で全固た料く日五口るレ)た倉議

　｀た　｀本五　｀　｀　｀可　｀田五　書は難　｀　゜なこ　｀寸-　｀こ　｀　゜｀田室
支　゜宮部月¬総友能順で月　で無迪友　どと友一五と総　　｀に
部　田事二言会のと天臨十　通理への　－｀の年十に会　松全
長　出務十額県会な堂持七　告での会　の経会度年なの　木井
会　席局五t?備要っ火打日　すぁ代と　た費会予度り司　　｀顧
議　　・に日毎細望だ学合－　るる哀し　め補費算決　｀会　加問
出　総寺－回目事の塩せ月　　゜の派て　入坑は案算総を　納の
席　会山火ご　項で川　・゛　　で遣当　会．-、現を案会全　　｀御
者　に　h･，　案　｀先　゛　　　｀は面　全膠行作　｀次井　宮参
確　つ森９校　をそ生　　｀　　当現内　六原年収五第顧　田加
認　き田十正　検のは　寺　　分在郎　○病二しトを問　各を
　　最　｀一泉　討対五　山　　休の固　○手　｀た一打が　運得
　　終倉持結　　゜策月　　｀　　会運め　円帳四　゜年合引　営て

　　打田｜て　　打三　森　　す営か　徴　｀○　運せき　委寺
　　合　｀十　　　　合十　田　　　る委火　収特○　営た受　員山　　せ松七　　　せ目　　｀　　こ見切　案集円　計゜け　で　｀
　　を本持　　　　゜御　倉　　　とので　を号を　圃　て　打森
　　行　｀半　　　　　出　田　　　と陳ぁ　立の据　案　下　合田
　　な加　｀　　　　　席　　｀　　　し容り　て送置　　｀　さ　せ　｀

　　　　　日　　　告口にオ金富ラルド席寺　　　　　貝談日□
る二連員－　｀収　支か　｀友ンし田ブの　　゜山六　　　　　｀会　｀　｀゜　｀営外　｀総入　出な慨のズた運よ丸六　　｀月　昭　　会　グ来
世総委一出会　－　さ務会ク　・営りの月　森十　和　　場　ル賓

し会員四席記寄予二れ局よラ尚委友内一　田日　五　　の　ｌの秋報八。　録付算四たまりブ本員のラ日　　　⌒　十　　設　プ故
山告　｀内八　　二六　゜とお員寄受令ィ正　加木　　　　営　別認
来はボ当四　三五　｀’め礼　｀贈俯にオ午　納゛‾　　｀　－
賓運ラ同名　七〇三　に状当をの対ン　｀　　｀午　年　　運　一
の常ン入－　｀｀八　よを友斡旨しズ丸　河後　六　　営　先
分委テ会来　五〇二　る差の旋報寄クの　村順　月　　の　生
は員　ィ八賓　ＯＯ円　第上会し告贈ラ内　　｀天　　　　分　－
御かアを九　〇〇　　四げ顧て　ヽ。ブ東　富堂　　　　担　グ
当分七含　｀　円円　　回る問下本金例京　田大　　　　　　ﾉﾚ

人担゛む会　　゛　　総こ福さ日十会商　各学　　　　　　｜
にし　一員　　　　　　令と山ら事万に工　運小　　　　　　プ
おて　同四　　　　　　のゝ正た務円於会　常会　　　　　　－
願作　伴三　　　　　　決し臣同局也て議　委議　　　　　　医
い成　者｀　　　　　　算た先ラに゛同所　員室　　　　　　療
すす　三会　　　　　　報゜生ィ納をクビ　出に　　　　　　相
　　　　ゝ

９



　

る
こ
と
と
し
た
。

　

三
、
総
会
記
録
、
会
員
投
稿
な
ど
を
ま
と
め
「
膠

　

原
二
十
七
号
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
六
月
二
十

　

八
日
本
部
套
務
局
で
編
集
委
員
会
を
開
く
。
尚
支

　

部
長
異
動
を
書
き
加
え
る
こ
と
。

四
、
東
難
辿
役
員
異
動
報
告

　

六
月
七
日
互
選
に
よ
り
平
沢
会
長
（
東
腎
協
）
、

　

村
田
副
会
長
（
ベ
ー
チ
エ
″
ト
）
、
会
計
担
当
河
村

　
　

（
膠
原
病
友
の
会
）
に
決
定
の
旨
。

Ｅ
、
「
膠
原
特
集
二
号
」
を
各
支
部
に
十
部
宛
無
料

　

配
布
す
る
。

内
、
総
会
来
賓
各
位
に
お
礼
状
を
送
る
。
（
富
田
記
）

神
奈
川
県
支
部
長
を
お
引
受
け
す
る
に

　
　

あ
た
り
御
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
倉

　

田
慶
子

　

こ
の
度
前
支
部
長
河
野
千
鶴
子
さ
ん
に
は
友
の
会

の
為
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
か
、
充
分
療
養
に
専

念
し
て
頂
く
と
云
う
事
で
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

か
私
か
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。

　

神
奈
川
県
に
お
い
て
も
難
病
対
策
は
少
し
ず
つ
進

ん
で
来
て
は
お
り
ま
す
か
、
こ
れ
で
充
分
と
云
う
と

こ
ろ
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

見
舞
金
制
度
に
つ
い
て
も
各
市
に
よ
り
バ
ラ
付
き
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
支
部
の
皆
様
と
共
に
心
を
合
せ
、

励
し
合
い
な
が
ら
無
理
の
な
い
患
者
で
出
来
る
範
囲

で
神
奈
川
県
支
部
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

愛
知
県
支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　

支
部
会
員
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
藤

　

千
代
子

　

こ
の
度
百
田
支
部
長
が
辞
仔
さ
れ
、
私
に
そ
の
後

任
を
と
の
役
員
の
方
々
の
た
。
て
の
お
声
を
い
た
だ

き
、
私
自
身
狭
心
症
の
発
作
の
繰
返
し
か
あ
り
家
族

の
大
き
な
反
対
も
あ
り
ま
し
た
か
、
幸
に
新
見
先
生

の
お
力
添
え
か
あ
り
、
富
永
副
支
部
長
以
下
役
員
の

方
々
の
絶
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
引
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
少
し
で
も
病
と
た
た
か
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様

の
お
話
相
手
に
な
り
た
い
と
心
か
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

一
つ
し
か
な
い
大
切
な
生
命
・
・
苦
し
み
を
分
け

合
っ
て
行
き
ま
し
よ
う
。

　

べ
自
分
の
病
気
に
対
し
て
も
っ
と
詳
し
く
知
る
事

　

が
己
を
助
け
る
基
本
で
す
。

一
、
仲
間
意
識
を
高
め
互
に
手
を
収
り
合
い
励
ま
し

　

合
う
事
か
己
を
救
う
道
で
も
あ
り
ま
す
。

一
、
医
師
を
信
頼
し
自
分
勝
手
な
行
動
を
と
ら
な
い

　

こ
と
。
医
師
と
必
ず
相
談
の
上
で
す
べ
て
の
行
動

　

を
す
る
こ
と
が
病
に
勝
つ
近
道
で
す
。

一
、
参
考
資
料
を
互
に
集
め
合
い
、
持
ち
寄
っ
て
勉

　

強
会
を
開
き
病
に
対
す
る
認
識
向
上
を
計
り
ま
し

　

よ
う
。
こ
れ
は
敬
蒙
す
る
上
に
も
必
要
な
事
で
す
。

一
。
病
気
の
様
子
、
感
想
、
意
見
な
ど
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
下
さ
い
。
参
考
資
料
と
ｔ
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

愛
知
支
部
債
務
局

　

副
支
部
長
富
永
愛
子
宅
と
す
る
。

副
支
部
長
不
在
の
時
は
中
高
一
恵
宅
と
す
る

支
部
長
兵
藤
千
代
子

　

寄

　

附

　

金

　

御

　

礼

］
‥
、
第
四
回
総
回
時
ご
寄
附

　

順
不
同

　
　

菊
地
一
久
様

　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　

石
川
正
志
様

　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円

　
　

横
張
竜
一
様

　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

諸
井
泰
興
様

　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

古
米
地
智
様

　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

谷
賢
冶
様

　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

橋
本
博
史
様

　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

以
上
の
外
カ
ン
パ
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
厚
く

　
　

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『
そ
の
他
の
ご
寄
附

　
　

山
口
迪
夫
（
賛
助
会
員
）
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　

山
脇
茂
（
賛
助
会
員
）
一
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　

北
松
公
一
（
遺

　

族
）
二
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　

東
京
友
の
会

　
　
　
　
　

八
、
〇
〇
〇
円

　
　

東
京
友
の
会
牛
込
方
面

　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　

近
藤
正
文
（
会

　

員
）

　

七
、
六
〇
〇
円

　
　

丸
の
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ー
○
○
、
○
○
○
円

　
　

高
木
光
明
（
遺

　

族
）
一
〇
、
〇
〇
〇
円

１０



ら

）

　

ペ
ー
ジ
か
ら
（
じ
ペ
ー
ジ
は
、

　
　
　
　

会
員
名
簿
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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皿

書
籍
の
御
案
内

－章
膠
原
特
集
二

fｊｘｘｕｔｉｒｔｊｉｔｊｉi

（
事
務
局
扱
い
）

号
μ
‥

内
容
は
今
ま
で
に
本
部
に
お
よ
せ
下
さ
い
ま
し

た
医
療
相
談
に
対
す
る
先
生
方
の
御
回
答
と
、

五
十
年
七
月
に
行
い
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
ま
と
め
を
の
せ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
又
会
員
の

明
る
い
日
々
と
題
す
る
育
児
記
事
も
お
よ
み
に

な
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　
　

一
部
三
〇
〇
円
に
送
料
Ｔ
一
〇
円
合
計

四
一
一
〇
円
を
切
手
で
事
務
局
へ
お
送
り
下
さ
い

早
速
お
手
元
に
発
送
致
し
ま
す
。

　

命
膠
原
病
の
は
な
し
″
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
同
人
社
発
行
）

順
天
堂
大
学
病
院
の
塩
川
優
一
先
生
か
本
当
に

細
か
く
患
者
向
け
に
わ
か
り
易
く
お
書
き
下
さ

っ
て
居
ら
れ
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
事
務
局
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
冊
九
八
〇
円
に
送
料
一
六
〇
円
合
計

一
一
四
〇
円
振
替
用
紙
を
本
の
間
に
入
れ
ま
す

の
で
到
着
後
お
払
い
込
み
下
さ
い
。

章
膠
原
特
集
一
号
と
膠
原
病
手
帳
″
‥

事
務
局
に
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
御
入
用
の
方

に
は
各
一
部
二
〇
〇
円
で
お
分
け
致
し
ま
す
。
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記
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集
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申
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集
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替
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紙
を
同
封
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子
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